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わ
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子

化
の
進
行
等
を
踏
ま
え
、
若
い
子

育
て
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手

当
の
額
が
、
第
１
子
及
び
第
２
子

に
つ
い
て
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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施
行
日
は
平
成
19
年
４
月
１
日

で
、
拡
充
後
の
最
初
の
支
給
月
は

平
成
19
年
６
月
で
す
。

平
成
19
年
４
月
か
ら
３
歳
未
満

の
児
童
手
当
等
の
額
は
一
律
月
額

１
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
３
歳
到

達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１
子
及

び
第
２
子
の
手
当
額
は
５
千
円
と

な
り
ま
す
。
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な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当

の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所
得

制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
現
行
ど

お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生
活

課
、
又
は
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー

自
治
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に

｢

現
況
届｣

を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
時

点
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

雲
南
市
で
は
、
毎
年
、
現
況
届

の
対
象
と
な
る
ご
家
庭
へ
申
請
書

を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
の

方
は
６
月
30
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
。
こ
の
届
け
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
！
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平
成
19
年
５
月
分
以
前
か
ら
雲

南
市
で
児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方

※
６
月
以
降
市
外
に
転
出
さ
れ
る

方
も
提
出
が
必
要
で
す
。
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朱
肉
が
必
要
な
認
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で

お
願
い
し
ま
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請
求
者
の
も
の)

【
提
出
が
必
要
な
方
】

平
成
19
年
１
月
１
日
時
点
で
雲

南
市
に
住
所
の
な
い
方

【
証
明
す
る
年
】

平
成
19
年
度

(

平
成
18
年
中
の

所
得
分
で
す)

f
g
h
i
j
k
l
c

【
提
出
が
必
要
な
方
】

請
求
者
と
児
童
の
住
民
票
上
、

住
所
が
異
な
る
方
。
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【
提
出
が
必
要
な
場
合
】

請
求
者
と
児
童
の
住
民
票
上
の

住
所
が
異
な
り
、
か
つ
、
そ
の
児

童
が
雲
南
市
外
に
住
所
を
有
す
る

場
合

※

④
、
⑤
、
⑥
に
つ
い
て
は
全

て
の
方
に
該
当
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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松
江
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
所
が
次
の
日
程
で
開
設

さ
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
・
国
民
年

金
の
こ
と
な
ど
で
相
談
し
た
い
方

は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
と

厚
生
年
金
受
給
手
続
き
等
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

松
江
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
日

時

６
月
15
日

(

金)

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
３
時

●
会

場

木
次
総
合
セ
ン
タ
ー

●
持
参
品

夫
婦
の
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

職
歴
書
、
印
鑑
な
ど

※
代
理
の
方
の
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

u
v
w
x
y

松
江
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
５
２
�26
�２
８
０
０

������ ��

� � �

�
�
�
�
�
�
�

私たちは､ 雲南市のまちづくりを応援しています｡
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平
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
在
の

老
人
保
健
制
度
が

｢
後
期
高
齢
者

医
療
制
度｣

に
変
わ
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
方
は
、

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
や
社
会
保
険
か
ら
離
れ
、
こ

の
独
立
し
た

｢

後
期
高
齢
者
医
療

制
度｣

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
新
し
い
医
療
保
険
制
度
の

運
営
主
体

(

保
険
者)

は
、
県
内

全
市
町
村
が
加
入
す
る

｢

島
根
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合｣

で

す
。
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今
ま
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

(

寝
た
き
り
等
の
65
歳
以
上
の
方

を
含
む)

は
、
国
民
健
康
保
険
等

に
加
入
し
な
が
ら
、｢

老
人
保
健

制
度｣

で
各
種
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
は
、
新
し
い

｢

後
期
高

齢
者
医
療
制
度｣

で
、
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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①
被
保
険
者
…
…
島
根
県
内
に
お

住
ま
い
の
75
歳
以
上
の
方

(

一

定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
広

域
連
合
で
認
定
し
た
65
歳
以
上

の
方
を
含
む)

と
な
り
ま
す
。

②
保
険
証
…
…
こ
れ
ま
で
の
老
人

医
療
受
給
者
証
に
変
わ
り
、
広

域
連
合
が
交
付
す
る

｢

後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証｣

を
病

院
等
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③
病
院
等
で
の
窓
口
負
担
…
…
一

般
の
方
は
１
割
、
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

④
保
険
料
…
…
原
則
と
し
て
、
島

根
県
内
で
均
一
の
保
険
料
と
し

ま
す
。
納
付
方
法
は
、
基
本
的

に
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
と
な

り
ま
す
。

⑤
医
療
給
付
…
…
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
等
を
行
な
い
ま
す
。

⑥
運
営
主
体
…
…
都
道
府
県
ご
と

に
設
立
さ
れ
る

｢

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合｣

が
運
営
し
ま

す
。

⑦
財
政
運
営
…
…
被
保
険
者
か
ら

の｢

保
険
料｣

が
１
割
、
国
保
・

社
会
保
険
等
か
ら
の
現
役
世
代

の｢

支
援
金｣

が
約
４
割
、
国
・

都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
の

｢

公
費｣

が
約
５
割
の
費
用
負

担
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
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最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小

型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空

気
が
必
要
で
す
。

十
分
な
換
気
を
し
な
け
れ
ば
、

空
気
が
不
足
し
、
一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
ま
す
。

閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、

約
20
分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素

が
部
屋
に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。

頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ

い
た
時
に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て

動
け
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に

至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
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私たちは､ 雲南市のまちづくりを応援しています｡
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